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なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

  

・手の訓練をすることが多く、つまみ動作時にⅠ～Ⅲ指に目が行きやすいが、尺側が与える影響をより理解し

たいと思ったため。 

  

内 容 

背景 

  

・手根骨の安定性における ECU の役割に関する先行文献は、遠位橈尺関節に対する筋の動的な安定性の役割を

指している。 

  

・ECU は、尺骨頭上を通過し、小指の中手骨底に付着する。いくつかの研究では、ECU が鞘内に位置すること

の重要性が強調されています。 

  

目的・方法 

  

・手関節の筋による安定化のメカニズムを調査するべく、図のように特別に設計された手関節の試験装置を用

いて、10 人の献体を用いて試験した。 

  

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/22117013


 
・献体は試験装置にセットされ、有頭骨の中心とほぼ一致する軸の周りで拘束された手関節の回内外が起こさ

れた。尺側手根伸筋（ECU）には特定の負荷がかけられた。 

  

結果 

  

 



・図のように鞘を切開した後、運動の全体的な方向は変わらないままであった。しかし、遠位および近位の手

根骨列に対してそれぞれ 40％および 50％の回内力が減少した。これは、ECU が内側に変位し、その機械的利

点を失うという事実によって説明される。 

 

  

・ECU は遠位の橈尺骨関節の安定化に加え、手関節の動的安定性に寄与する重要な構造を有する。 

  

・さらに、その鞘は、ECU が手根骨に及ぼす影響を維持する上で重要な役割を果たします。遠位尺骨をプーリ

ーとして使用して、その機械的利点を高めているという説明が可能性が高い。 

  

私見・明日への臨床アイデア 

  

・手の力には尺側の安定性が必要である。尺側ラインの機能的状態（尺側ライン全体の筋緊張・可動性・滑走

性他・・）を観察し、コンディショニングする事は手の動的安定性に重要であることが本論文を読み感じられ

た。 

  

  

氏名 kakusho shuichi 

職種 理学療法士 

  

 


